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【 ジュエン 】

J o e t s u  U n i v e r s i t y  o f  E d u c a t i o N

教育者としての「使命感」・「人間愛」・「創造力」を有する教員の養成を目指す

学園だより

入学2週間ですぐ合宿!? 
学生による、学生のための集団活動に注目！

学
生
研
修

上
教
大
版

ス
ス
メ

の

特
集

代表は 
誰がやる？

次はいつ
集まる？

グループ討議の
テーマは？

スピーチ大会
誰が出る？

連絡網を
作らなきゃ

時間配分は
どうする？

クラス企画
何する？



　

本
学
で
は
、
集
団
随
伴
性
や
他
の
応
用
行
動
分

析
に
基
づ
く
手
法
を
用
い
て
教
科
教
育
と
の
融
合

的
な
研
究
に
取
り
組
み
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
通

常
学
級
に
お
い
て
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
期
待
さ

れ
る
行
動
基
準
や
学
業
基
準
な
ど
の
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
、

通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
実

践
や
研
究
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
研
究
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

研
究
室
は
人
文
棟
の
８
階
で
す
。

　

今
年
の
４
月
に
上
越
教
育
大
学
に
着
任
し
ま
し
た
。

先
端
教
科
・
領
域
開
発
研
究
コ
ー
ス
の
学
習
支
援
領
域

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
発
達
障
害
な
ど
の

特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
個

別
支
援
、
及
び
通
常
学
級
全
体
へ
の
支
援
の
実
践
と
研

究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
は
、
日
常
生
活
、
人
と
の
関
わ
り
、
学
習

や
仕
事
上
で
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
発

達
上
の
問
題
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
発
達
上
の
問
題
は

学
習
や
特
定
の
機
能
な
ど
限
定
し
た
問
題
か
ら
、
社
会

性
や
知
的
能
力
な
ど
の
全
般
的
な
問
題
ま
で
含
ま
れ
ま

す
。
発
達
障
害
の
特
性
が
あ
る
か
ら
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
限
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
環
境
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
と
制
限
を
受
け
ま
す
。
つ
ま
り
、
環

境
へ
の
配
慮
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

　

行
動
と
環
境
条
件
と
の
機
能
的
な
関
係
の
分
析
に
基

づ
い
て
、
環
境
に
働
き
か
け
る
支
援
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
応
用
行
動
分
析
が
あ
り
ま
す
。
博
士
課
程
で
は
、

応
用
行
動
分
析
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
集
団
随
伴
性
に

基
づ
く
支
援
に
関
す
る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

研
究
室

welcome！

研
究
室
へよ

う
こ
そ

専
門
は
特
別
支
援
教
育
、応
用
行
動
分
析
学
。愛
知
県
出
身
。筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

障
害
科
学
専
攻
修
了（
博
士（
障
害
科
学
））。博
士
論
文
題
目「
小
学
校
通
常
学
級
に
お
け
る
相
互
依
存
型
集
団
随
伴
性
に

基
づ
く
支
援
に
関
す
る
研
究
：
学
級
全
児
童
の
学
習
準
備
行
動
及
び
援
助
行
動
へ
の
効
果
」。東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭
、

文
部
科
学
省
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
モ
デ
ル
事
業
合
理
的
配
慮
協
力
員
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

を
経
て
、2
0
1
9
年
4
月
に
本
学
に
着
任
。

岩
本 

佳
世 

（
い
わ
も
と 

か
よ
）　

臨
床
・
健
康
教
育
学
系
　
助
教

インクルーシブ教育の

実現を目指して

さまざまな人と関わりながら学ぶ
　私が大学に入って一番驚いたことは、さまざまな人と関わる機会が
たくさんあることです。同学年の人たちはもちろん、他学年の学部生
や院生さん、そして現職の先生方と一緒に授業を受けたり、ゼミに参
加したりしています。単科大学だからこそ、人と人との距離が近く、
たくさん関わることができます。また学外でも、ボランティアに行っ
た際に他大学やその地域の方と関わる機会もあり、そこで出会った方
から子どもとの関わり方や話し方を学んだり、趣味が広がったり、本
当にとてもたくさんの人たちと関わりながら学ぶことができます。

海外で行ったソーラン節の授業
　今まで受けた授業の中で、とても印象に残っている授業があります。
それは、アメリカの協定校であるアイオワ大学に行き、学生と交流し
たり、現地の子どもたちに日本の文化を教えたり、現地の文化を見た
り体験したりする、「海外教育研究 B」という授業です。私たちの班は、
ソーラン節をテーマに授業を行いました。海外の子どもを相手に授業
を行うための準備の過程で、ソーラン節のもととなったニシン漁に詳
しい北海道の方に協力いただいたり、たくさんの本や資料を読み漁っ
たりしました。その上で、どんな英単語を使ったら子どもたちに伝わ
るのか、とても考えて準備しました。最終的に、現地の校長先生にも
褒めていただけるような授業ができ、とてもいい経験ができました。
このような海外に行って教育を考える機会もあり、他にもたくさんの
理論的なもの、実践的なものなどさまざまな授業があります。それら
全てを将来に生かしていこうと思い、日々勉強しています。

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
!!

サイ
コー
!! サイ

コー
!!

サイ
コー
!!

子ども
たちと

一緒
に

絵の
具を

使った
ら、

世界
に一

つの
宝物

ができ
ました

。

■本研究室は、小学校通常学級での
　実践的研究を行っております。
■本研究に参加してくださる先生と
　児童を随時募集しております。

例：表情・感情理解、感情のコントロー
ルが苦手。家では話せるが学校では
話せない。読み書きの学習が困難。

□お問い合わせ先 e-mail
　kayo@juen.ac.jp

アイオワ大学から

いただいたフリスビー

特
別
支
援
教
育
×
教
科
教
育

環
境
へ
の
配
慮
が
重
要

学部３年
学校臨床コース

（生徒指導総合）

中
な か

山
や ま

 優
ゆ う

香
か

 さん
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たくさんの出会いと学びあり



入学2週間ですぐ合宿!?
学生による、学生のための集団活動に注目!

8:00910111213141516171878910111213141516 1920212223

移
動

市
内
巡
検

移
動

荷
物
移
動
・
昼
食
・
準
備

到
着
式

就
職
指
導

休
憩

健
康
管
理
指
導

ク
ラ
ス
企
画
発
表
会

夕
食
・
休
憩
・
準
備

天
体
観
測

入
浴
・
自
由
時
間

就
寝

起
床

朝
食

清
掃
・
点
検

移
動
・
準
備

学
生
歌
・
学
園
歌
指
導

自
然
散
策

移
動
・
準
備

学
生
ス
ピ
ー
チ
大
会

昼
食
・
休
憩
・
準
備

ク
ラ
ス
討
議

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入

表
彰
式
・
閉
講
式

移
動

解
散

休
憩

開
講
式

集
合

2日目2日目 1日目1日目2019年4月19日（金）2019年4月20日（土）

2
0
1
9
年

合
宿
研
修
の

様
子

ひよこを救え！

帰るのは
名残惜しい… 合格した人の経験談を聞いて

モチベーションが上がりました!

友達との絆を深めて
きてください。

上杉謙信公ゆかりの
春日山神社を散策!

クラス全員で準備した
企画は大成功！

色々な観点から
意見を交換できました!

さまざまなことを語り合い、
夜がふけました。

晴れているときは
満天の星が見られるよ。

自分の思っていることを
素直に言うことができ、
信頼関係が深まりました。

ふきのとうを
見つけました！

開講式

市内巡検就職指導自然散策 天体観測

クラス企画発表会

学生スピーチ大会

学生歌・学園歌指導クラス討議

V O I C E 特
集

ススメ

上教大版

学生研修
　上越教育大学学校教育学部では、入学直後の「新入生合宿研修」、3年次生全員を対象とした

「学部3年次研修」、及び各種課外活動団体の次期リーダー、副リーダー、マネージャーを対象

とした「リーダーズ・トレーニング研修」を毎年実施しています。
　研修プログラムは、各研修を担当する委員会において、委員会に所属する教員が実施目的に沿った
プログラムを策定します。

●
学
生
歌
・
学
園
歌
指
導

指
導
：
混
声
合
唱
団
（
学
生
団
体
）

本
学
の
学
生
歌
及
び
学
園
歌
を
学
び
ま
す
。

●
自
然
散
策

自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
お
互
い
の
共
通
理
解

を
深
め
ま
す
。

●
学
生
ス
ピ
ー
チ
大
会

自
分
の
考
え
た
こ
と
を
言
葉
に
出
し
て
人
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
考
え
を
持
ち
、 

お
互

い
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

●
ク
ラ
ス
討
議

各
ク
ラ
ス
で
、
事
前
に
討
議
方
法
及
び
討
議

テ
ー
マ
を
企
画
し
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し

合
う
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
共
通
理
解
を

深
め
ま
す
。

●
市
内
巡
検

春
日
山
→
水
族
館（
う
み
が
た
り
）→
高
田
公
園
を
見
学

春
日
山
で
歴
史
に
触
れ
、
水
族
館
で
親
和
を
深
め
、

高
田
地
区
の
附
属
学
校
等
、
本
学
施
設
の
所
在
地
を

確
認
し
ま
す
。

●
就
職
指
導　
指
導
：
就
職
委
員
会
委
員
長

教
員
就
職
に
向
け
て
「
大
学
４
年
間
で
ど
の
よ
う
に

学
び
、
活
動
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
健
康
管
理
指
導　
指
導
：
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

学
生
生
活
に
お
け
る
健
康
管
理
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
ク
ラ
ス
企
画
発
表
会
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

2
ク
ラ
ス
合
同
で
事
前
に
準
備
し
た
企
画
を
発
表
し
、

ク
ラ
ス
内
外
の
親
和
を
図
り
ま
す
。

●
天
体
観
測
（
雨
天
時
は
星
座
の
学
習
）

星
の
位
置
や
星
座
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
夜
空
に

輝
く
美
し
い
星
を
観
察
し
ま
す
。

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
合
宿
1
日
目
】

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
合
宿
2
日
目
】

の

入
学
後
間
も
な
い
時
期
に
集
団
活
動
（
生
活
）
を

通
じ
て
、
新
入
学
生
相
互
並
び
に
教
職
員
と
の
親

和
を
図
り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
後
の

学
業
上
・
生
活
上
の
安
定
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

学
部
1
年
次
生
全
員

●
実
施
場
所

　

・
上
越
教
育
大
学
講
堂

　

・
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家

　
　
（
妙
高
市
大
字
関
山
6
3
2
3

-

2
）

●
実
施
時
期

　

4
月　

第
3
金
曜
日
〜
土
曜
日

　
（
一
泊
二
日
）

研
修
の
目
的

研
修

ま
ず
は
仲
間
づ
く
り
！

1
新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

新
入
生
合
宿
研
修

マナーブ・デ・ジョーキョー先生

参
加
者
の
声

学部1年次生　C1クラス

山本 悠哉 さん

　
新
入
生
合
宿
研
修
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
の
仲

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
学
生
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
は
、
教
師
を

志
し
た
理
由
や
地
元
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
な
ぜ
教
師
に
な
り
た
い

の
か
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
合
宿
で
思
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
の
生
活
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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入学から新入生合宿研修当日までの流れ入学から新入生合宿研修当日までの流れ2019年度ver.

クラスセミナー①

提出期限日

授業時間外（昼休み等）

クラス担任教員の指導　の中で

クラス代表
打合せ会②

新入生合宿研修当日入学から2週間！

クラス代表者が行う準備新入生全員で受ける必修科目と自主的に行う準備

クラス幹事とクラス代表を選出

●クラス企画の詳細を考え、発表スライドや小道具を作成
●スピーチの原稿をクラス皆で協力して作り上げ、練習する

●感想文の担当者（学生スピーチ大会・研修全体）
●申請書の提出
　（クラス企画発表会の企画内容・必要物品）

クラスセミナー②

｢人間教育学セミナー｣プログラム必修科目

｢人間教育学セミナー｣プログラム必修科目

●クラス討議テーマの内容検討

●各クラス代表がクラス企
画発表会の企画内容の詳
細を説明

●学生スピーチ大会の発表
者及びテーマを確認

4月

日

4月

日

4月

日

4月

日

4月

日

4月

日

主催／学生委員会新入生合宿研修専門部会

●自己紹介　　●連絡網の作成
●合宿研修準備
クラス企画の企画名・内容・必要物品を決定
スピーチの代表者とテーマを決定

日

入学式／新入生オリエンテーション 入
学
２
週
間
で
す
ぐ
合
宿
!! 

代
表
は
誰
？ 

企
画
は
何
す
る
？

合
宿
研
修
準
備
に
大
注
目
！

クラス代表
打合せ会①

●クラス代表者が各々研修
当日の役割を決定

●クラス企画発表会・学生
スピーチ大会・クラス討議
の各概要を確認

4月

日

主催／学生委員会新入生合宿研修専門部会

司会（クラス企画発表会・学
生スピーチ大会）・時間係・準
備係　等

研
修

2
学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

学
部
３
年
次
研
修

教
育
実
習
を
振
り
返
っ
て…

…

●
研
究
倫
理
教
育

　

指
導
：
研
究
倫
理
担
当 

副
学
長

●
自
然
体
験

水
族
館
見
学
、
水
族
館
職
員
に
よ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ク
チ
ャ
ー
）
の
実
施

●
講
演

新
潟
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
講
演

●
論
作
文
指
導

論
作
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
、キ
ャ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
指
導

●
各
県
等
教
育
委
員
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

　
職
員
に
よ
る
説
明
会

●
先
輩
の
体
験
談

●
学
習
計
画
の
立
案
と
発
表

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
研
修
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
研
修
①
「
熱
中
症
予
防
」

●
研
修
②
「
課
外
活
動
団
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

●
研
修
③
「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」

●
グ
ル
ー
プ
討
議
①

部
活
動
に
お
け
る
問
題
点
や
悩
み
を
共
有
し
、

意
見
を
ま
と
め
る

●
グ
ル
ー
プ
討
議
②

グ
ル
ー
プ
討
議
①
の
内
容
を
発
表

●
研
修
④
「
救
命
講
習
会
」

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
2
0
1
9
年
度
v
e
r（
予
定
）】

　

講
演
や
意
見
交
換
等
の
活
動
を
通
し
て
、
課

外
活
動
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
任
務
を

深
く
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
課
外
活
動
団
体
相
互

の
理
解
を
深
め
、
充
実
し
た
課
外
活
動
の
運
営

と
発
展
に
寄
与
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

３
年
次
初
等
教
育
実
習
を
終
え
た
時
期
に
、

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
道
筋
を
思

い
描
く
こ
と
で
、
教
職
に
対
す
る
理
解
を
一
層

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。
ま

た
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
た
先
輩
方
の
体

験
談
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
時
間
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
上
越
市
内
施
設
に
て
自
然
観
察
活

動
を
行
い
、
子
ど
も
へ
の
指
導
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。

●
対
象
者

　

学
部
3
年
次
生
全
員

●
実
施
場
所

　

・
上
越
教
育
大
学
講
堂 

な
ど

●
実
施
時
期
　
10
月
初
旬

研
修
の
目
的

研
修
の
目
的

大
学
の
思
い
や
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る

学
生
研
修

　
学
生
研
修
に
は
、
大
学
の
思
い
や
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
入
生
合
宿
研
修
は
、
入
学
後

間
も
な
い
時
期
。
慣
れ
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
に
、

毎
日
学
食
な
ど
外
食
中
心
の
食
事
、
学
業
や
生
活

に
必
要
な
諸
手
続
も
多
く
疲
れ
が
出
る
頃
。
そ
ん

な
皆
さ
ん
に
、
大
自
然
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
生
活

で
大
切
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
張
り
詰
め
て
い

た
気
持
ち
か
ら
解
放
さ
れ
、
早
く
生
活
の
ペ
ー
ス

を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
3
年
次
研
修
で
は
、
初
等
教
育
実
習
を
終

え
て
の
間
も
な
い
時
期
に
、
実
習
で
抱
え
た
様
々

な
思
い
を
同
級
生
と
共
有
し
、
整
理
し
、
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
未
来
へ
の
活
力
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
導
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
を
皆
で
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
ど
の
研
修
も
、
皆
さ
ん
に
主
体
的
に
活

動
し
て
も
ら
う
こ
と
で
協
働
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
生
研
修
に
は
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
、
そ
し
て
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

各
課
外
活
動
団
体
の
次
期
リ
ー
ダ
ー
、
副

リ
ー
ダ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●
実
施
時
期
　
3
月
上
旬

C1クラス　担任

吉澤 千夏 准教授

　
入
学
式
後
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
ラ
ス
セ
ミ
ナ
ー
。
ク
ラ
ス

代
表
・
幹
事
の
選
出
か
ら
、
新
入
生
合

宿
研
修
の
準
備
は
ス
タ
ー
ト
！
「
人
間

教
育
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
時
間
に
、
ク
ラ

ス
企
画
発
表
会
の
内
容
検
討
、
ス
ピ
ー

チ
の
代
表
者
選
出
、
ク
ラ
ス
討
議
の

テ
ー
マ
選
定
を
行
い
、
当
日
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
代
表

は
昼
休
み
に
複
数
回
集
合
し
、
各
ク
ラ

ス
の
企
画
の
調
整
や
合
宿
研
修
で
の
役

割
分
担
を
し
ま
す
。

　
入
学
後
ま
も
な
く
、
新
た
な
生
活
に

慣
れ
て
い
な
い
時
期
、
慌
た
だ
し
い
毎

日
の
中
で
の
準
備
は
本
当
に
忙
し
く
、

大
変
そ
う
！ 

で
も
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
上
手
な
1
年
生
た
ち
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
テ
キ
パ
キ
と
運
営
し
、
無

事
に
合
宿
研
修
は
終
了
。
そ
の
成
果
は
、

大
学
へ
の
帰
着
後
、
名
残
惜
し
そ
う
に

仲
間
と
談
笑
す
る
姿
に
表
れ
て
い
ま

し
た
。

学生委員会委員長

上野 正人 教授

V O I C E
担
任
の
先
生
か
ら

※年度毎にプログラムを計画します。

※プログラムの内容は 2019年と異なります。2018年 学部3年次研修の様子

就活マナー講座グループ討議先輩との懇談

研
修

3
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

リ
ー
ダ
ー
の

資
質
を
み
が
く
！

【
2
0
1
8
年
度
v
e
r
】
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空
き
空
き何

し
て
る

何
し
て
る？？

編集後記

本多 奏子
上田 彩羽

学部2年 幼児教育コース

学部2年 教職デザインコース

上教大の学生は色々な方法で空きコマを
活用していることがわかりました　

「上教大生のひろば」に関わることが出来
て良かったです！

喫 茶
第一食堂今年新装開店した喫茶室です。今流行のタ

ピオカやシェイクなど、勉強終わりに甘い
物を食べに行くのに最適！ もちろんご飯も
あります。人気メニューのロコモコは、美味
しすぎ! 週替わりメニューも充実していて、
時間を気にせず友達と過ごせます。

空きコマは学生宿舎に戻って友達と
のんびり過ごします。宿舎と学校の
距離が近いので、すぐ帰ってゆっくり
できます!

第一食堂で集まることも。
食べたり飲んだりしながら
話し合いをしたり、ゲーム
をしたり……。

課題をするならやっぱりココ。資
料となる本がすぐそこにあるし、
図書館２階は会話ができるスペー
スもあります。指導案づくりやグ
ループワークがはかどります。

上野 将大
庭村 南都
五十嵐 裕児
菅野 直弥
細野 憲一
森田 康哉
中原 光星

学部2年 学校臨床コース（学校心理）

学部2年 幼児教育コース

学部2年 教職デザインコース

学部2年 教職デザインコース

学部2年 教職デザインコース

学部2年 言語系コース（英語）

学部2年 生活・健康系コース（保健体育）

写真に参加してくれた学生さん

上教大生のひろば学生がつくる

空きコマに人気の場所!!
少人数で集まって話し合いを
したり、課題をしたり……。
人が多い所では話し合いが進
まない……なんて思っている
人はぜひPOTATOで！

POTATOPOTATO

学生宿舎 図書館

Free space

（イーエルエム  カフェ）

※改修工事のため、
2020年3月まで
休館中ですが、臨
時閲覧室、臨時学
習スペース等を利
用できます。

※改修工事のため、
2020年3月まで
休館中ですが、臨
時閲覧室、臨時学
習スペース等を利
用できます。
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AI 時代を主体的・共創的に
生き抜く生徒の育成

‐自己調整、創造性、人間性に着目して‐

ヨリ・ミチ図工室

自己調整
一生学び続ける意欲や

学び方を身に付けている。

「主体的」
学び続ける意欲をもち、
見通しをもって粘り強く
やり抜こうとすること。

「共創的」
多様な他者と協働して、
よりよい発想や活動を

創り上げようとすること。

創造性
新たな価値を見いだしたり
意味付けしたりできる。

人間性
道徳性、社会性、感性などの

人間としての強みを
生かそうとする。

（
研
究
主
任
：
大
崎　

貢
）

  

期 

日

  

内 

容

  

講 

師

部員数／12人
活動日／不定期
活動場所／大学周りの公道
活動実績／佐渡ロングライド、	
　　　　つくば8時間耐久レース

【取材協力者】
学部2年　
学校臨床コース（学校心理）　
水落　優

DATA
平成31年4月現在

部員数／17人
活動日／毎週水曜日
活動場所／資料作製室（美206教室）	
　　　  上越市立歴史博物館
活動実績／今年度のこれからの活動予定
　　　　 9月　紙を使った工作
　　　　10月　体を使った造形あそび
　　　　11月　毛糸を使った活動
　　　　12月　近代美術館と活動

【取材協力者】
大学院3年　
芸術系教育実践コース（美術）
伊藤　舞実

DATA
令和元年7月現在

　自転車部は、自転車に乗ることを楽しもう
という理念からつくられた部です。自転車部
には二つの部門があります。主にロードバイ
クに乗り大会などに参加する部門と、ママ
チャリに乗りその土地の景色や食べ物などを
楽しむ部門です。自転車部は2年前にできた
ばかりの新しい課外活動団体です。まず、全
員で交通ルールを学ぶことからスタートし、
その後各部門においてその年度の目標や行
先、どの大会に出るかなどを話し合い、練習
計画を立てています。学部生だけではなく、
大学院生も所属しているので、年齢に関係な
く楽しく活動しています。

　ロードバイクはお金がかかるのでは? 初め
て乗るのはなんだか怖い……と思う方も多
いと思います。
　私は大学に入って初めてロードバイクを買
い、乗り始めました。漕げば進み、体勢が低
くスピードが出るロードバイクは怖かったで
すが、それ以上に自分の足でこんなにスピー

ドが出せるの?! という感動と風を切る爽快
感に魅了されました。
　また、体を動かしたいという人にも自転車
は最適です。足で漕いでいるように見えます
が、実は上半身を支えている腕の筋肉や足
を動かすためのお腹や背中の筋肉も使われ
ています。
　新しいことを始めた
い、体を動かしたい、自
転車に乗ることが好き
など多くの人に自転車
の楽しさを知ってもら
いたいです。私たちと
一緒に楽しく自転車
に乗りましょう！

　ヨリ・ミチ図工室は、上越市立小林古径記
念美術館と一緒に行っている、放課後の小学
生を対象とした造形活動（「ヨリ・ミチ図工
室」）の企画運営、子ども達のサポートが、主
な活動内容です。「図工室」に来る子ども達
は、ものを作ったり、絵を描いたりすること
が大好きです。子ども達とどんな活動をした
ら楽しめるか、学生達で試行錯誤しながら企
画を考え、準備をしています。
　「ヨリ・ミチ図工室」の取り組みは、今年で
3年目になり、新潟県立近代美術館にもご協
力をいただいて、鑑賞の活動を行っていま
す。また、様々な教育機関と関わりながら、

活動を展開していることも特
徴です。これからも、子ども達
が美術、芸術に気軽に楽しみ、
親しみを持ってもらえること
を目標に、活動に取り組んでい
きます。

　子ども達は毎回、私達では思いつかないよ
うなアイディアをどんどん出して、楽しんで
活動に取り組んでくれます。そのたびに私達
自身も新しい発見をしたり、様々なことに気
づかされたりして、とても勉強になってい
ます。
　また、美術館等と一緒に活動することを通
して、大学での学びとは異なる貴重な経験を
させてもらっているように感じています。

　「ヨリ・ミチ図工室」は、美術コース以外の
様々なコース、学部生、院生がともに活動して
います。他コースとの交流も「ヨリ・ミチ図工
室」の良さの一つです。子ども達と一緒に活動
してみたい、図画工作の題材のネタを増やし
たい、など少しでも興味を持った方、いつでも
お待ちしています！

こんにちは! 自転車部です

風を切る爽快感!

  子どもがものづくりを楽しむ場所

自転車部

  多様な学生との交流

  活動を通して
  学ぶこと

二
〇
一
九
年
度

教
育
研
究
協
議
会
の
ご
案
内

令
和
元
年
10
月
11
日（
金
）

全
体
会
・
公
開
授
業
・
協
議
会
・
講
演
会

経
済
産
業
省
　
浅
野 

大
介
　
様

※図工室を開催する場所は、美術館が現在改装中のため、市内の小学校の図工室（2017年〜2018年）、
　上越市立歴史博物館（2019年）でしたが、2020年からは新しい小林古径記念美術館になる予定です。

　

知
能
を
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｒ
な

ど
に
囲
ま
れ
、
究
極
の
便
利
さ
や
快
適
性
を
深

く
考
え
る
こ
と
も
な
く
享
受
で
き
る
時
代
、
加

速
度
的
に
変
化
す
る
現
在
の
中
で
、
生
徒
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
で
さ
え
も
自
分
自
身
で
生

き
方
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
に
お
け
る
価
値
観
が

大
き
く
揺
ら
ぎ
、
自
身
の
生
き
方
に
加
え
て
、

自
分
と
自
然
や
社
会
と
の
関
係
を
見
失
っ
た

り
、
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
正
し
い
答
え
が

見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
未
来
や

世
の
中
に
し
た
い
の
か
、
人
と
し
て
何
を
大
切

に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
の
か
、
一
人
一
人
が

想
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
他

者
と
協
働
し
て
共
に
新
し
い
社
会
を
切
り
拓
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、人
、も
の
、

こ
と
の
本
質
を
つ
か
み
、
正
し
い
判
断
が
で
き

る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
中
等
教
育
の
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
数
年
後
の
予
想
も
で

き
な
い
現
在
や
そ
の
予
想
で
き
な
い
未
来
も
含

め
て
Ａ
Ｉ
時
代
と
呼
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
て
そ
の
未
来
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
備
え
た
生
徒
の
姿
を
「
主
体
的
・

共
創
的
に
生
き
抜
く
生
徒
」
と
し
て
設
定
し
、

こ
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
教
育
課
程
の
研
究

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
生

徒
が
各
教
科
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
各

教
科
等
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学

習
過
程
を
工
夫
し
、
生
徒
自
身
が
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
場
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
主
体
的
・
共
創
的
に
学
ぶ
生
徒
の
姿
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
で
高
め
た
資
質
・

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
実
社
会
や
実

生
活
の
中
か
ら
見
い
だ
し
た
問
い
を
基
に
し
て

教
科
横
断
的
に
考
え
た
り
、
職
業
や
自
己
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
た
り
で
き
る
よ
う
な
探
究
的

な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マスコットキャラクター
「ふぞくま」
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上教大 
掲示板

なんで
もからの修了生

　

大
学
院
を
修
了
し
、
８
年
ほ
ど
経
過
し
て

い
ま
す
が
、「
が
ん
教
育
の
外
部
講
師
を
お
願

い
で
き
ま
せ
ん
か
。」「
今
年
の
学
生
が
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
管
理
指
導
表
の
活
用
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
け
ど
、
実
態

は
ど
う
か
な
。」
と
相
談
を
受
け
た
り
、
実
践

研
究
や
養
護
教
諭
の
業
務
に
つ
い
て
助
言
を

い
た
だ
い
た
り
、
現
在
も
大
学
の
先
生
方
と

の
連
携
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

附
属
小
学
校
で
健
康
教
育
の
授
業
実
践
を

し
て
い
た
私
は
、「
自
分
の
体
に
つ
い
て
学
ぶ

の
は
楽
し
い
な
。」
と
子
供
が
思
う
授
業
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
子
供
に
と
っ
て

必
要
な
健
康
教
育
は
何
だ
ろ
う
。」
と
い
う
思

い
か
ら
、
平
成
22
年
に
学
校
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

５
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
研
究
室
に

は
、
現
職
の
養
護
教
諭
を
始
め
、
養
護
教
諭

や
栄
養
教
諭
の
免
許
状
を
も
ち
教
員
を
目
指

す
学
生
等
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
仲
間
や

先
生
方
と
、
養
護
教
諭
が
行
う
健
康
教
育
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
一

生
の
宝
で
す
。

　

今
、
養
護
教
諭
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
保
健
室
へ
来
室
す

る
理
由
は
、
体
調
不
良
や
ケ
ガ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
院
で
は
、
養
護
教
諭
の

専
門
的
分
野
の
み
な
ら
ず
、
教
師
の
職
能
発

達
や
教
員
組
織
、
特
別
活
動
、
統
計
の
分
析

や
解
釈
等
に
つ
い
て
、
現
職
教
員
や
学
生
と

意
見
を
交
わ
す
十
分
な
時
間
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
確
実
に
今
の
業
務
に
生

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

先
日
、「
大
学
院
在
学
中
、
研
究
調
査
で
お

世
話
に
な
っ
た
○
○
で
す
。
新
採
用
で
○
○

中
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。」
と
、
う
れ
し

い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
大
学
院
で
の
出

会
い
が
人
と
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

様
々
に
つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
出
会
い
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
目
の
前
の
子
供
の
成
長
に
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

学び多き２年間を
　　　糧として……

上越教育大学リサイクル募金
　上越教育大学リサイクル募金は、皆様から読み終え不
要になった本・DVD等をご提供いただき、その査定額を
「上越教育大学基金」に寄附していただく取組です。
　寄附金は、上越教育大学基金において、学生の修学支
援、教育研究活動の充実発展をはじめとした事業に役立
てられます。

古本等リサイクル募金の
導入

アクティブ・ラーニングを実践
できる教員の養成
　上越教育大学では、授業において一方向的な知識伝達型講
義ではなく、聞く、話す、まとめる、発表するなどの能動的な活
動を学生に促すため、教室及び附属図書館をアクティブ・ラー
ニングの授業方法を実践できる環境としています。
　具体的には、教室の机・椅子を固定式から移動式の個人机・
椅子に取り替え、グループワーク用の移動式ホワイトボード
を複数設置し、AV機器のデジタル化などです。
　アクティブ・ラーニングの授業方法は、「21世紀を生き抜く
ための能力」を構成する基礎力、思考力、実践力を高めるため
に有効な手段の一つです。教員養成系大学である本学が授業
にアクティブ・ラーニングを取り入れることは、学校現場にお
いてアクティブ・ラーニングを実践し、子供達の能力を最大限
に引き出すことができる教員を養成することに繋がります。

グループワークを実践する
講義室及び図書館

丸山 美貴
（まるやま みき）

新潟県上越市出身。養護教諭。
新採用で湯之谷村立東湯之谷
小学校に着任し、小学校１校
中学校２校に勤務後、平成18

年から上越教育大学附属小学校勤務。附属小学校在籍中
の平成22年に生活・健康系コース学校ヘルスケアへ入学
する。その後、上越教育事務所・指導主事を務め、現在
は上越市立春日中学校に勤務。平成29年県指定「がん教
育授業実践モデル校」を実施する。

「上越教育大学リサイクル募金」ご寄附の方法

kishapon.com/juen/
検 索上越教育大学 リサイクル募金

●WEBで申込む（受付／24時間・365日）

●電話で申込む（受付／9:00～18:00・365日）

オペレーターに団体ID　　　　とお伝えください。
0120-29-7000

187

古本・DVD等回収ボックス
設置場所
大学会館売店、附属図書館、
学生宿舎事務室、附属幼稚
園、附属小学校、附属中学
校に回収ボックスを設置し
ました。

ＷＥＢサイトやお電話での申込み
お申込みをされる方は、上越教育大学リサイクル募金
オリジナルサイトをご覧ください。
※WEBサイトからお申込みをお勧めしております。

回収ボックスを利用した申込み
読み終えた本・DVD等を学内外に設置した回収ボックス
に入れてください。
※この場合、匿名によるご寄附となり、申込書は必要あり
　ません。

講義室で使用している
移動式の机・椅子

上越教育大学リサイクル募金チラシ
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学長室からMESSAGE  from  PRESIDENT

お問い合わせ先　上越教育大学大学院同窓会事務局　E-mail:dousoukai@juen.ac.jp

転居・転職・結婚等により個人情報の変更があった場合は、お知らせください。
詳細については、公式ホームページをご覧ください。

修了生の住所等をお知らせください
検 索上越教育大学　同窓会

学長　川崎 直哉

　

上
越
地
方
の
水
田
が
黄
金
に
輝
く
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
稲
穂
が
風
に
そ
よ
ぐ
姿
を
見
る
と

改
め
て
日
本
の
良
さ
を
認
識
し
て
、
穏
や
か
な

気
持
ち
に
な
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
な
ど
、
秋
を
形
容
す

る
言
葉
は
様
々
で
す
が
、
本
学
に
集
う
学
生
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
勉
学
の
秋
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
本
学
で
の
学
び
の
集
大
成

と
も
言
え
る
卒
業
研
究
や
修
了
の
た
め
の
研
究

な
ど
、特
に
最
高
学
年
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

収
穫
の
季
節
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
昨
年
10
月
に
創
立
40
周
年
を
迎

え
、
思
い
を
新
た
に
こ
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
専
門
職
学
位
課

程
（
教
職
大
学
院
）
を
拡
充
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
教
育
実
践
力
を
身
に
つ
け
た
教
員
を
養

成
す
る
と
同
時
に
、
道
徳
を
始
め
、
小
学
校
英

語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
学
校
現
場
で

の
喫
緊
の
課
題
に
対
応
で
き
る
コ
ー
ス
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
革
を
行
い

ま
し
た
。
近
年
、
教
員
の
職
場
環
境
が
厳
し
い

な
ど
の
風
評
も
有
り
、
教
員
を
志
望
す
る
学
生

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
、
子

供
達
の
数
が
減
り
、
そ
れ
に
伴
い
教
員
採
用
数

が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

教
員
養
成
系
大
学
や
学
部
は
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

を
変
え
て
行
く
と
思
わ
れ
る
科
学
技
術
の
進
歩

に
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
、
第
４
次
産
業
革
命
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

５
Ｇ
、
E
d
T
e
c
h
、
ス
タ
デ
ィ
・ 

ロ
グ
、

S
T
E
M（
S
T
E
A
M
）教
育
、グ
ロ
ー
バ
ル
、

…
…
。
将
来
、
こ
れ
ま
で
人
間
が
行
っ
て
き
た

教
育
活
動
の
一
部
は
、
Ａ
Ｉ
を
始
め
と
す
る
先

端
技
術
に
置
き
換
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
教
師
で
し
か
で
き
な
い
教
育
活
動
は
依

然
と
し
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
は
、
そ
の

様
な
時
代
で
も
力
を
発
揮
で
き
る
教
師
の
養
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

教
員
の
職
場
環
境
の
厳
し
さ
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
中
、
学
校
現
場
で
も
働
き
方
改
革
が

言
わ
れ
、
教
師
の
仕
事
内
容
も
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
日
本
の
小
学
校
の
週
平
均
勤
務
時

間
は
54
・
4
時
間
、
中
学
校
は
56
・
0
時
間
で
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
も
、
調
査
対
象
国
48
ヶ
国

中
、
共
に
最
長
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
若

手
教
師
ほ
ど
勤
務
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
様
な
こ
と
も
あ
り
、
文
科

省
は
今
年
の
１
月
に
残
業
時
間
を
月
45
時
間
、

年
3
6
0
時
間
と
す
る
指
針
を
決
定
し
て
、
勤

務
環
境
の
改
善
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学

校
現
場
に
浸
透
す
る
の
は
先
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
…
…
。
そ
れ
で
も
教
師
と
し
て
の
や

り
が
い
を
心
に
秘
め
、
子
供
達
を
育
て
る
と
い

う
重
要
性
を
理
解
し
た
上
で
、
教
師
を
目
指
し

て
本
学
に
集
う
学
生
の
皆
さ
ん
の
夢
を
叶
え

る
た
め
に
本
学
は
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
夢
が
叶
う
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
最
後
に
松
下
幸
之
助
翁
の
言
葉
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
青
春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。

　
信
念
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
勇
気
に
み
ち
て
、

　
日
に
新
た
な
活
動
を
続
け
る
か
ぎ
り
、

　
青
春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
も
信
念
と
希
望
を
持
っ
て
学
修
・
研

究
活
動
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

元
号
が
令
和
に
改
ま
っ
て
初
の
理
事
会
が
、

会
長
の
髙
橋
雅
史
先
生
、
副
会
長
の
荒
川
圭

子
・
山
本
浩
昭
の
両
先
生
、
同
窓
会
担
当
副

学
長
の
直
原
幹
先
生
ほ
か
、
例
年
よ
り
多
い

13
名
の
役
員
の
出
席
を
得
て
、
6
月
1
日（
土
）

に
本
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、
令

和
元
年
度
の
理
事
（
学
内
理
事
と
し
て
、
大

場
浩
正
・
佐
藤
ゆ
か
り
・
松
本
健
義
・
五
十
嵐

史
帆
・
竹
野
欽
昭
・
佐
藤
多
佳
子
・
渡
辺
径
子
・

中
野
博
幸
・
松
井
千
鶴
子
・
稲
垣
応
顕
の
各

教
員
：
敬
称
略
）、
現
在
17
あ
る
支
部
の
支
部

長
ま
た
は
連
絡
窓
口
の
幹
事
、
再
編
さ
れ
た

コ
ー
ス
（
領
域
）
選
出
の
院
生
評
議
員
（
21
人
）

が
紹
介
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
昨

年
度
の
事
業
と
会
計
報
告
、
今
年
度
の
事
業

と
予
算
案
が
示
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
度
は
3
つ
の
支
部
会

（
北
海
道
・
宮
城
・
静
岡
）へ
の
学
長
・
副
学

長
等
の
参
加
、
3
件
の
修
了
生
へ
の
研
究
助

成
、
本
学
創
立
40
周
年
記
念
事
業
へ
の
参
画

と
し
て
昨
年
の
8
月
2
日
（
木
）
の
長
岡
花
火

大
会
で
の
花
火
打
ち
上
げ
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
、
①
会
員
名
簿
の
更
新
、

②
会
誌
等
の
発
行
、
③
本
学
に
関
す
る
各
種

助
成
（
院
生
協
議
会
助
成
、
海
外
教
育
研
究

助
成
、
卒
業
生
･
修
了
生
へ
の
研
究
助
成
）、

④
学
生
支
援
・
就
職
支
援
助
成
（
学
位
論
文

概
要
補
助
）、
⑤
支
部
＋
各
専
攻
コ
ー
ス
等
の

同
窓
会
助
成
を
行
う
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
継
続
審
議
で
あ
っ
た
前
述
40

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
の
在
院
生
へ
の
経

済
支
援
で
あ
る
奨
学
金
に
つ
い
て
、
向
こ
う

10
年
間
、
現
有
の
『
く
び
き
の
奨
学
金
』
に

基
金
の
一
部
を
組
み
入
れ
る
こ
と
、
1
年
を

か
け
て
大
学
院
と
学
部
同
窓
会
と
の
統
合
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
? 

ざ
っ
と
、
同
窓
会

の
近
況
を
報
告
し
て
み
ま
し
た
。
が
、「
あ
っ
、

懐
か
し
い
名
前
！
」「
へ
ー
。
そ
う
な
ん
だ
～
」

な
ど
、
感
じ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
修
了

生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
母
校
を
お
訪
ね
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
〝
心
の
居
場
所
〟
の
一
つ
は

上
越
市
の
山
屋
敷
に
あ
り
ま
す
。
扉
は
い
つ

で
も
開
い
て
い
ま
す
。

「夢が叶うことを願って」

事
務
局
長　

稲
垣　

応
顕

（
上
越
教
育
大
学
大
学
院　

教
授
）

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大
学
院
同
窓
会

令
和
元
年
度
　
理
事
会
報
告
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※本誌掲載の文書・記事・写真等の無断転載はお断りします。

アンケートにご協力ください

公式ホームページにおいて本誌に
関するアンケートを実施していま
す。左の QR コードを読み込むこと
で、携帯端末からもご回答いただ
けます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

公式ホームページから、
バックナンバーの閲覧ができます。

免Ｐで
く人

インタビュー

免Ｐで
く人で

インタビュー

大学院入学のきっかけ
　教育系の大学での 4 年間をアメフ

ト部の活動に打ち込んできましたが、

ふと「このまま教師になって大丈夫

なのだろうか？」と不安になりまし

た。それまでは日々の部活動に精一

杯で、教師という仕事や自身の働き

方について全く考えてきていません

でした。このことを大学の先生に相

談すると、上越教育大学大学院を紹

介していただき、免 P 制度もあり、

現職教員の方やストレートマスター

の大学院生が多く在籍していること

から、進学することを決意しました。

大学の先生には「修士論文を書くと

いうことは非常に大変なことだけれ

ど、きっと教師になってからの君の

力になるよ。」とありがたいお言葉で

送り出していただきました。

大学院生活について
　大学の先生のお言葉通り、修士論

文執筆は本当に大変です。何度も心

が折れそうになりました。しかし、

それでも熱心に指導してくださる研

究室の先生や頼もしい仲間に支えら

れて充実した日々を過ごしています。

また、本学で学ぶ中で、教育に対す

る理解や自身の教育観のようなもの

が少しずつ深まっていくのを実感し

ています。本当に進学してよかった

です！

　教員採用試験などの就職支援活動

も非常に充実しています。P プラ（プ

レイスメントプラザ）では、論作文

指導や面接指導をはじめとする就職

支援に加え、全国の自治体の教員採

用試験の情報も取り扱っています。

同じ目標を持つ仲間と一丸となって

教師を目指せる仕組みが整っている

ことも本学の大きな魅力の一つだと

思います。

休日には
　1 年の時の休日には、アメフトの

社会人チームに所属し、車で約 1 時

間かかる長岡市で活動していました。

今後もアメフトは続けたいと思って

います。

最後に
　気付けば大学院に入学してからも

う 1年半が経過してしまいました。

大学時代とはまったく異なる新鮮な

毎日を過ごしています。大学院修了

後、立派な教師として子供達の前に

胸を張って立てるように、残りの期

間も一生懸命たくさんのことを学ん

でいきたいと思います。

大学院（修士課程）
社会系教育実践コース  ２年

天
あ ま

野
の

 雅
ま さ

英
ひ で

 さん

　本学大学院入学者で、教員免許を持ってい
ない方や他校種、他教科の教員免許を取得
したい方を対象に、長期履修学生制度を利用
し、２年分の学費で３年間在学し、大学院の
教育課程と学部の教員養成カリキュラムの
単位を修得することにより、教員免許状を取
得することができるプログラムです。

免Ｐ＝教育職員免許
　取得プログラム

■ 聞き手・文（写真左）　
大学院（修士課程）　
社会系教育実践コース２年
金尾 将槻

　いつも明るく元気な天野君はどんな授業
でもとにかくよく発言します。今回のイン
タビューでもたくさんのことを語ってくれ
ました。今年、教員採用試験を受け、修士
論文も書き上げる仲間として非常に頼もし
いです。残りの期間も一緒に頑張ろう! !

インタビューを終えて


